
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和5年度学校評価 中間評価

中間評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実
践
・学び合いを取り入れたわかりや
すい授業の実践

○「嬉野メソッド」に基づく授業に取
り組み、「授業がわかりやすい」と
回答した児童が９０％以上。

・「嬉野メソッド」に基づく授業の中
で、自分の考えを持つ場や学び合
いの場を設定する。
・思考を助ける掲示を活用したり、
発問を工夫して、学習内容の理解
を図る。

A

　アンケートでは、児童も教師も高い評
価結果が出ており、わかりやすい授業
が展開されているということができる。
今後、その成果として学力向上に表れ
るよう、取り組みを継続し児童の学習内
容の理解を深めていく必要がある。

●児童生徒が、自他の生命を尊重
する心、他者への思いやりや社会
性、倫理観や正義感、感動する心
など、豊かな心を身に付ける教育
活動

○学校評価のアンケートの「道徳
の授業で学んだことを大切にした
いと思う」と回答した児童が９０％
以上

・年に2回アンケートを実施
・道徳の授業・体験活動の充実
・人権月間（11月）
　（ふれあい道徳、人権集会、きら
りの木）

A

・児童アンケート「道徳の授業で学んだ
ことを大切にしたいと思う」の項目で９
５．９％であった。
・11月の教育の日に合わせて、授業参
観で全校一斉の「ふれあい道徳」を実
施し、保護者の関心を高める。

●いじめの早期発見、早期対応に
向けた取組の充実

○いじめの早期発見、早期対応
〇QUテストにおいて１学期よりも２
学期は満足群を増やし、要支援群
を減らす。
〇「学校が楽しい」という児童の割
合が90％以上

・日常の観察を心がけ、子どもの
小さなつぶやきを見逃さないように
し、子どもが相談しやすい雰囲気
作りを行う。また、SCやSSW、心の
相談員等との連携を図る。
・月１回の心の アンケートや年2回
のQUテストを行う。
・子供同士で認め合うような学級づ
くりに努める。
・各種おたよりで、学校での取り組
みを周知する。

A

・管理職や級外が教室に出向き、気に
なる子の観察をしたり、担任とともに児
童の支援をしたりして、全職員で連携を
図ることができた。
・仲良しアンケートをもとに、個人面談
週間で全児童と担任が面談したことで、
いじめの早期発見、早期対応につな
がった。
・児童アンケート「学校が楽しい」の項
目で９６．５％であった。
・QU研修会を実施し、各学級の結果を
全職員で分析し、夏休み以降の具体的
方策を立てて実施していく。

●児童生徒が夢や目標を持ち、そ
の実現に向けて意欲的に取り組も
うとするための教育活動。

●「先生たちはあなたのよいところ
を認めてくれていると思う」と回答
した児童生徒80％以上
◎「将来の夢や目標を持っている」
について肯定的な回答をした児童
生徒80％以上

・キャリアパスポートの活用を図
る。
・生活や学習において自分のめあ
てや見通しをもたせて、活動後の
ふりかえりを行うことで自分の成長
につなげていく。

A

・児童アンケートで「先生たちはあなた
のよいところを認めてくれていると思う」
の項目で９２．４％であった。
・児童アンケートで「将来の夢や目標を
持っている」の項目で９１．４％であっ
た。
・学校生活の中で子どもたちの頑張りを
全職員でほめることを継続していく。

●望ましい生活習慣の形成 ●「生活・家庭学習チェックシート」
を活用し、生活習慣に関する項目
が「できた」と答える児童が90％以
上

・「生活・家庭学習チェックシート」
に取り組み、各項目を意識して生
活をさせ、自分の生活を振り返ら
せる。また、時間や時刻について
は、家庭で話し合って決めてもら
う。
・「生活・家庭学習チェックシート」
の意識づけを図るととに、結果に
ついて情報を発信し、保護者との
連携を図る。

A

・規則正しい生活ができていますか（早
寝・早起き・朝ご飯・歯磨きなど）と答え
る児童が94.7％だった。
・テレビやゲームは、家の人と決めた時
間を守っていますかと答える児童が
92.4％だった。
・「生活・家庭学習チェックシート」を
チェックし望ましい生活習慣への意識
づけを行っていく。

○体力づくり ○体育やスポーツチャレンジなど、
「自分の記録を伸ばそうとがん
ばっている」と答える児童が９０％
以上

・体育学習の充実を図り、体育の
時間やマラソン大会などにおける
自己の記録向上に向けての意欲
を高める。
・佐賀県スポーツチャレンジに参加
することを通して、運動の楽しさや
競争することの楽しさを感じさせ
る。

A

・体育やスポーツチャレンジで、「自分
の記録をのばそうとがんばっている」と
答える児童が94.2％だった。
・体育の時間に目標を持たせて取り組
むことができている。縦割りの活動や授
業の中でスポーツチャレンジにも取り組
む予定。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在
校等時間の削減

○「計画的・効率的に業務を進め
ている」と自己評価する職員の割
合が９０％以上を目指す。

●教育委員会規則に掲げる時間
外在校等時間の上限（月45時間）
を遵守する。

・学校行事やプロジェクトの活動を
見直し・精選を行い、年間計画にも
とづき、見通しをもって業務に取り
組む。
・校務フォルダーの整理を推進し、
業務の効率化をめざす。
・ペーパーレス化を推進して業務
改善を行う。
・定時退勤日（第１金曜日・第３水
曜日）の推進

A

・「計画的・効率的に業務を進めてい
る」と自己評価する職員の割合が９４．
１％と高く、業務の効率化を今後も進め
ていく。
・職員の７月までの時間外在校等時間
は、全職員の平均で２７時間であった。
行事や校務の業務改善を推進して、更
なる時間削減に取り組む。

●心の教育

●健康・体つくり

２　学校教育目標

かしこく　やさしく　たくましく

①かしこい子(主体的に学び、集団の中で生き生きと活動できる子ども）②やさしい子(自分で考え行動し、他者と協力できる子ども)　③たくま

しい子(心も体も健康で粘り強い子ども）

３　本年度の重点目標

①全ての子どもが「活動する喜び」「分かる・できる喜び」「教え合い・学び合う喜び」「追求・工夫する喜び」を感じられる教育活動を推進

し、学力の向上を図る。

②全ての子どもに「関わり合いの中で生き生きと学ぶ」機会を作り、「学校に行きたい」と思える期待感の向上を図る。

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

中間評価

学校名 嬉野市立五町田小学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・会議や研修について見直しているものの、コロナ感染症対応による職員の負担感、行事の変更等で時間外勤務も前年度と比べてあまり変わらなかった。また、児童対

応の事案については、他の外部機関との連携・協力により担任が一人で抱え込まない体制が整い、負担軽減につなげることができた。

・コロナ禍の中で「学び合い」を活用した授業づくりができず、前半は一人学びの時間を設定したことから、自分の考えを書くことに対して少しずつ抵抗が少なくなっ

てきた。基礎学力の定着のために全職員で取り組んだことで、学力向上につながった。引き続き、学校が一つになってこの実践を行っていく。

・キャリアパスポートが効果的にじっしされてよかった。次年度も学年相応に丁寧に推進していく。

・児童は安全で落ち着いた学校生活を送ることができた。さらに、自己有用感を高め、人付き合いの仕方や自分の気持ちの伝え方等を学習するためのＳＳＴを取り入れ

ると共に、日常の教育相談を丁寧に行っていく。

・体力・運動能力の向上に向けて環境整備を進める。また、家庭生活リズムづくりの中で、特に、テレビゲーム等の時間が守られていない状況も見られる。さらに、家

庭との連携を図る。


